
  

 



松隈　京子
（東町・京町・本通町）

松隈　美智子
（秋葉町）

及川　弘子
（元町）

大山　和代
（元町・事業団宿舎）

松隈　洋子
（轟木町）

【
鳥
栖
地
区
・
11
人
】

吉竹　浩子
（藤木町）

松隈　元子
（今泉町）

大石　雪江
（真木町）

松隈　愛子
（高田町・安楽寺町）

【
鳥
栖
北
地
区
・
９
人
】

井上　節子
（本鳥栖町）

江見　貴子
（本町）

天野　アヤ子
（つばさ鳥栖）

佐藤　香代子
（南部団地）

西山　美智子
（鎗田町・神辺合町）

一木　弘子
（本鳥栖町）

野上　京子
（大正町・古野町・土井町）

北村　スエコ
（布津原町）

益田　敏子
（宿町）

羽根　清子
（宿町）

平川　貞子
（布津原町）

【
田
代
地
区
・
10
人
】

山内　松子
（田代大官町）

大塚　京子
（加藤田町）

半田　力子
（田代本町）

秋 るみ
（永吉町・今町）

吉松　澤子
（田代昌町・田代新町・田代上町）

宮 千惠
（田代外町・田代外町住宅区）

江 時子
（柚比町）

市
は
４
月
１
日
付
で
61
人
に
母
子
保
健

推
進
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

推
進
員
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
各
種
健
診
、

教
室
な
ど
市
が
行
う
母
子
保
健
施
策
を
普

及
し
、
経
験
豊
か
な
良
き
相
談
相
手
と
し

て
母
と
子
の
健
康
の
た
め
活
動
し
ま
す
。

任
期
は
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の
２

年
間
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
1

85
・
３

６
５
０
）
へ
。
な
お
、
推
進
員
は
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
担

当
町
区
）。



長　秩子
（弥生が丘中央区）

古賀　ミツ子
（弥生が丘東区）

【
若
葉
地
区
・
４
人
】

岡本　すみ子
（神辺町・河内町）

大坪　英子
（古賀町・古賀団地・虹ヶ丘町）

岸川　幸子
（浅井町・柳区）

緒方　勢知子
（萱方町）

【
基
里
地
区
・
７
人
】

井邊　照代
（水屋町・酒井西町・酒井東町）

古賀　由美子
（曽根崎町）

塚本　智香子
（曽根崎町）

田口　立美
（松原町・桜町）

天本　雅子
（姫方町）

【
麓
地
区
・
９
人
】

中村　美也子
（牛原町）

山下　リツ子
（養父町）

古賀　恵子
（蔵上町）

辻　純子
（蔵上町）

今泉　睦子
（山浦町・桜ヶ丘町）

大久保　恵美
（原古賀町・原古賀町住宅区）

楠田　潮美
（平田町・山都町）

中尾　美智子
（立石町）

本石　冨牟代
（儀徳町）

森永　好子
（幸津町）

徳吉　咲子
（西新町・競馬場団地）

野村　恵子
（村田町・村田新町）

廣尾　京子
（村田町・村田新町）

下橋　千津香
（前田町）

池田　冨士子
（西田町）

池尻　久留美
（下野町）

執行　チヨ子
（三島町）

松隈　希以子
（弥生が丘南区）

成清　芳子
（あさひ新町）

石丸　美代子
（幡崎町・飯田町）

重松　順子
（原町）

山内　昭子
（一本杉住宅）

【
旭
地
区
・
11
人
】

大島　和枝
（江島町・青葉台）

【
田
代
地
区
・
続
き
】



市
で
は
ご
み
の
減
量
・
再
資

源
化
促
進
の
た
め
、「
電
動
生

ご
み
処
理
機
」
購
入
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
処
理
機
は

生
ご
み
を
約
１
日
で
分
解
・
た

い
肥
化
す
る
装
置
で
す
。

補
助
希
望
者
は
処
理
機
を
購

入
す
る
前
に
、
次
の
と
お
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

処
理
機
は
市
の
指
定
販
売
店
で

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象
●
市
内
居
住
者
で
平
成

12
年
度
以
降
に
同
補
助
金
を
受

け
て
い
な
い
世
帯

募
集
人
数
●
50
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間
●
来
年
１
月
19
日

（
金
）
ま
で

申
し
込
み
●
官
製
は
が
き
に
①

住
所
②
世
帯
主
名（
ふ
り
が
な
）

③
電
話
番
号
④
「
電
動
生
ご
み

処
理
機
補
助
希
望
」
と
記
入
の

上
、
環
境
対
策
課
（
〒
８
４
１

｜
８
５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１

１
８
番
地
1
85
・
３
５
６
１
）

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
同
課

窓
口
で
の
申
し
込
み
も
可

教
育
委
員
会
で
は
、
勝

尾
城
筑
紫
氏
遺
跡
を
は
じ

め
と
す
る
文
化
財
を
生
か

し
た
地
域
環
境
の
整
備
と

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

担
い
手
「
文
化
財
学
習
会

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
地
域
再

生
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
研
修
の

受
講
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
委
員
会
生
涯

学
習
課
文
化
財
係
（
1
85
・
３

６
９
５
）
へ
。

応
募
資
格
●
地
域
の
歴
史
・
文

化
財
に
興
味
が
あ
り
、
研
修
に

出
席
が
可
能
な
人
。
年
齢
・
資

格
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん

内
　
容
●
６
月
か
ら
来
年
１
月

ま
で
に
全
14
回
の
研
修
（
う
ち

５
回
は
実
地
活
動
）
を
予
定
。

「
鳥
栖
の
ま
ち
づ
く
り
と
歴

史
･
文
化
講
座
」「
郷
土
資
料

講
座
」
等
の
受
講
、
近
隣
地
域

へ
の
日
帰
り
の
実
地
研
修
、

「
勝
尾
城
筑
紫
氏
遺
跡
見
学
会
」

「
文
化
財
成
果
展
」
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の

参
加
な
ど
。
※
規
定
の
研
修
を

受
講
し
た
人
に
は
修
了
証
を
交

付
し
ま
す

定
　
員
●
30
人
程
度

そ
の
他
●
６
月
４
日
（
日
）
午

後
２
時
〜
、
市
役
所
１
階
第
１

会
議
室
で
説
明
会
を
実
施
し
ま

す申
し
込
み
●
同
委
員
会
生
涯
学

習
課
文
化
財
係
へ 懇

話
会
の
委
員
を
募
集

鳥
栖
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

県
下

一
斉

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
策

定
し
た
「
鳥
栖
市
男
女
共
同
参

画
行
動
計
画
」
に
関
す
る
調

査
・
研
究
な
ど
を
行
う
懇
話
会

の
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
協
働
推
進

課
（
〒
８
４
１
｜
８
５
１
１
鳥

栖
市
宿
町
１
１
１
８
番
地
1

85
・
３
５
０
８
Ｆ
Ａ
Ｘ
83
・
３

３
１
０
）
へ
。

応
募
資
格
●
男
女
を
問
わ
ず
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
①

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に

つ
い
て
関
心
が
あ
る
20
歳
以
上

の
市
内
に
居
住
す
る
人
②
年
10

数
回
の
会
議
や
視
察
な
ど
に
参

加
で
き
る
人

募
集
人
員
●
若
干
名

任
　
期
●
２
年
間

職
務
内
容
●
①
男
女
共
同
参
画

社
会
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
調
査
、
研
究
を
行
い
意

見
を
述
べ
る
こ
と
②
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画
の
策
定
な
ど
に

関
し
て
提
言
す
る
こ
と

募
集
期
間
●
５
月
19
日
（
金
）

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法
●
①
応
募
の
動
機

（
４
０
０
字
程
度
、
様
式
は
不

問
）
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤

電
話
番
号
⑥
性
別
⑦
職
業
⑧
地

域
活
動
の
取
り
組
み
な
ど
を
明

記
し
、
同
課
へ
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
す
る
か
、
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い

懇
話
会
の
委
員
を
募
集

鳥
栖
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

県
下

一
斉

市
と
市
環
境
保
全
協
議
会
で

は
、
美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
ろ
う
と
県
下
一
斉
「
ふ
る

さ
と
美
化
活
動
」
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
対
策
課

（
1
85
・
３
５
６
１
）
へ
。

と
　
き
●
６
月
４
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
（
受
け
付
け
は
同
８

時
40
分
〜
）
雨
天
時
は
６
月
11

日
（
日
）
に
延
期

と
こ
ろ
●
基
里
小
学
校
駐
車
場

内
　
容
●
同
校
を
出
発
し
て
道

路
沿
い
、
植
え
込
み
な
ど
に
散

乱
し
た
ご
み
の
回
収
を
行
い
ま

すそ
の
他
●
軍
手
持
参
の
上
、
汚

れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
下

さ
い
。
ご
み
袋
、
火
ば
さ
み
は

主
催
者
で
準
備
し
ま
す

懇
話
会
の
委
員
を
募
集

鳥
栖
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

県
下

一
斉 懇

話
会
の
委
員
を
募
集

鳥
栖
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

県
下

一
斉

身体障害者対応型エレベーター

勝尾城筑紫氏遺跡

生ごみ処理機



５
月
22
日
（
月
）
か
ら
28
日

（
日
）
ま
で
は
、
春
の
行
政
相

談
週
間
で
す
。
総
務
省
で
は
国

な
ど
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や

意
見
、
要
望
を
受
け
付
け
、
行

政
運
営
の
改
善
等
に
結
び
つ
け

る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鳥
栖
市
で
は
次
の
方
が
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
行

政
相
談
委
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
（
敬
称
略
）。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

石
橋
亨
見
（
河
内
町
1
82
・

５
３
７
７
）
▽
才
田
馨
（
牛
原

町
1
82
・
５
２
８
２
）

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設

人
権
相
談
が
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
。
子
ど
も
の
い
じ
め
な

ど
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

無
料
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
協
働
推
進

課
（
1
85
・
３
５
７
６
）
へ
。

と
　
き
●
６
月
１
日
（
木
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ
●
市
役
所
１
階
第
１
会

議
室同

委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
状
を
受
け
て
、
人
権
に
関
す

る
相
談
や
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
の
た
め
活
動
し
て
い
ま

す
。鳥

栖
市
の
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

中
尾
重
憲
（
轟
木
町
1
82
・

６
０
７
３
）
▽
篠
原
春
樹
（
加

藤
田
町
1
83
・
４
０
４
５
）
▽

松
雪
晴
雄
（
酒
井
東
町
1
83
・

１
１
７
９
）
▽
久
保
洋
次
郎

（
江
島
町
1

83
・
７
８
５
０
）

▽
高
橋
博
子
（
本
鳥
栖
町
1

83
・
５
６
０
４
）
▽
松
尾
伸
子

（
立
石
町
1
82
・
９
０
３
８
）

県
で
は
「
巡
回
労
働
相
談
」

と
「
電
話
相
談
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
無
料
。

◆
巡
回
労
働
相
談

と
　
き
●
６
月
６
日
（
火
）
・

20
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

と
こ
ろ
●
市
役
所
東
別
館
１
階

相
談
内
容
●
労
働
条
件
、
解
雇
、

労
働
保
険
、
労
働
組
合
な
ど

◆
電
話
相
談

と
　
き
●
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
15
分

電
話
番
号
●
０
９
５
２
・
25
・

７
１
０
０
（
県
労
働
課
）

と
　
き
●
６
月
１
日
・
８
日
・

15
日
・
22
日
（
い
ず
れ
も
木
曜

日
）
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
同
３
時

と
こ
ろ
●
市
役
所
２
階
第
１
会

議
室

問
い
合
わ
せ
●
佐
賀
社
会
保
険

事
務
所
（
1
０
９
５
２
・
31
・

４
１
９
１
）

６
月
の
市
民
相
談
会
を
次
表

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

会
場
は
い
ず
れ
も
市
役
所
２

階
第
１
会
議
室
。
詳
し
く
は
、

市
民
協
働
推
進
課
（
1
85
・
３

５
７
６
）
へ
。

市
で
は
、
平
成
19
年
度
の
早

い
時
期
か
ら
市
内
４
中
学
校
を

対
象
に
選
択
制
弁
当
方
式
に
よ

る
給
食
を
開
始
し
ま
す
。

選
択
制
弁
当
方
式
と
は
、
民

間
の
調
理
場
で
作
ら
れ
た
弁
当

形
式
の
給
食
か
、
自
宅
で
作
っ

た
弁
当
の
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
こ

と
の
で
き
る
給
食
の
提
供
方
法

で
す
。

今
回
、
選
択
制
弁
当
方
式
導

入
に
よ
る
中
学
校
給
食
委
託
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

委
託
を
希
望
す
る
業
者
は
、

６
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
教
育

委
員
会
総
務
課
（
1
85
・
３
６

９
１
）へ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
ど
県
内
で
市
職
員
を

装
っ
て
民
家
を
訪
問
し
、
水
道

管
の
清
掃
を
し
よ
う
と
す
る
不

審
な
業
者
が
出
没
し
ま
し
た
。

市
で
は
利
用
者
の
依
頼
が
な

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訪
問

し
、
水
道
管
や
下
水
道
管
の
清

掃
、
点
検
な
ど
を
行
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

不
審
に
思
っ
た
ら
、
清
掃
等

を
さ
せ
な
い
で
、
水
道
課
管
理

係
（
1
85
・
３
５
３
７
）
下
水

道
課
維
持
管
理
係
（
1
85
・
３

５
４
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

巡
回
労
働
相
談

６
月
の
社
会
保
険
相
談

６
月
の
市
民
相
談
会

特
設
人
権
相
談

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

総
務
省
の
行
政
相
談

小学校の給食の様子



◆
父
の
日
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

１
日
（
木
）
旭
公
民
館

◆
花
、
野
菜
、
そ
の
月
の
主
な

作
業

６
日
（
火
）
田
代
公
民

館◆
中
鉢
へ
の
移
植
と
三
枝
（
側

枝
）
の
整
枝
の
仕
方

９
日

（
金
）
鳥
栖
公
民
館

◆
挿
木
・
黒
松
の
新
芽
摘
、
鉢

物
苗
木
づ
く
り

10
日
（
土
）

中
央
公
民
館

◆
お
礼
肥
、
シ
ュ
ー
ト
の
処
理
、

消
毒
　
21
日
（
水
）
若
葉
公
民

館
※
時
間
は
午
前
９
時
半
〜
同

11
時
。
10
日
の
中
央
公
民
館
の

み
午
後
１
時
半
〜
同
３
時
で

す
。
詳
し
く
は
市
花
と
み
ど
り

の
推
進
協
議
会
（
1
85
・
３
６

０
３
）
へ
。

対
　
象
●
60
〜
64
歳
の
働
く
意

欲
の
あ
る
人

と
　
き
●
６
月
13
日
（
火
）
か

ら
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ
●
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

（
曽
根
崎
町
）

受
講
料
●
無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
は
別
途
必
要
）

定
　
員
●
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
1
84
・
３
１
４
７
）

と
　
き
●
６
月
４
日
（
日
）
午

後
１
時
半
〜
同
３
時
半

と
こ
ろ
●
中
央
公
民
館

講
　
師
●
藤
内
修
二
さ
ん

演
　
題
●
市
民
一
人
ひ
と
り
が

自
分
ら
し
く
、
豊
か
な
人
生
を

送
る
た
め
に

そ
の
他
●
市
民
の
方
が
健
康
に

関
し
て
取
り
組
ん
だ
事
例
紹
介

な
ど
も
実
施

問
い
合
わ
せ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
85
・
３
６
５
０
）

と
　
き
●
６
月
18
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
●
親
が
子
ど
も
に
な
っ

て
い
く

講
　
師
●
森
久
美
子
さ
ん
（
呆

け
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会

代
表
）

申
し
込
み
●
中
央
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
1
85
・
３
６
６

６
）
へ

市
で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

入
門
教
室
を
次
の
と
お
り
開
き

ま
す
。
筋
肉
を
意
識
し
て
伸
ば

す
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
心
身
の
リ

ラ
ッ
ク
ス
や
肩
こ
り
、
腰
痛
予

防
に
効
果
的
で
す
。

な
お
、
同
コ
ー
ス
を
終
え
た

64
歳
ま
で
の
人
は
、
６
月
に
行

う
基
本
健
診
の
結
果
で
「
よ
か

よ
か
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」
へ

の
参
加
予
約
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
1

85
・
３
６
５
０
）
へ
。

対
　
象
●
市
内
居
住
者

と
　
き
●
７
月
７
日
か
ら
８
月

８
日
ま
で
の
火
・
金
曜
日
（
全

10
回
）
午
前
９
時
半
〜
同
11
時

半と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

定
　
員
●
25
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
同
セ
ン
タ
ー
へ

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
・
改
善
の
た
め
「
よ
か
よ
か

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」
を
開
き

ま
す
。
対
象
は
６
月
実
施
の
基

本
健
診
の
結
果
で
運
動
が
必
要

と
さ
れ
た
64
歳
ま
で
の
人
。
す

で
に
治
療
中
の
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

今
年
度
の
同
教
室
の
受
け
付

け
は
今
回
の
み
。
参
加
を
希
望

す
る
人
は
対
象
地
区
に
関
係
な

く
、
６
月
に
基
本
健
診
を
必
ず

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
85
・
３
６
５
０
）
へ
。

と
　
き
●
７
月
末
か
ら
来
年
２

月
（
週
２
回
の
午
前
中
、
２
時

間
程
度
）

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
●
健
康
運
動
指
導
士
が

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
利
用
し

た
運
動
の
方
法
な
ど
を
実
践
指

導
し
ま
す

定
　
員
●
25
人

申
し
込
み
●
５
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

県
で
は
、
県
産
材
を
使
っ
た

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
、
耐
震

改
修
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
助

成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
建

築
住
宅
課
（
1

０
９
５
２
・

25
・
７
１
６
５
）
へ
。

助
成
の
内
容
●
住
宅
ロ
ー
ン
の

利
子
相
当
額
（
年
上
限
１
％
、

５
年
間
）
を
一
括
で
助
成
。
た

だ
し
、
新
築
・
購
入
50
万
円
、

リ
フ
ォ
ー
ム
25
万
円
が
助
成
限

度
額
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
限
●
12
月
28
日
（
木
）

募
集
戸
数
●
新
築
60
戸
、
リ
フ

ォ
ー
ム
30
戸
（
先
着
順
）

対
　
象
●
昨
年
ま
た
は
今
年
３

山下泰宏さん聡子さんの長女

萌依
め い

ちゃん
（４カ月、神辺町）

●両親からひと言
病気をしないで、明るく元
気に成長してください。

基本健診・婦人健診肺がん検診

基本健診・婦人健診

６
月
の
園
芸
教
室

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

入

門

教

室

パ
ソ
コ
ン
（
中
級
）
講
習
会

家
族
介
護
教
室

う
ら
ら
推
進
講
演
会

よ

か

よ

か

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

高
卒
未
就
職
者
等
就
業
体
験

住
み
た
い
佐
賀
の
家
づ
く
り



■
新
着
図
書

●
児
童
書

や
ね
う
ら
べ
や
の
お
に
ん
ぎ
ょ

う
さ
ん
（
柳
生
ま
ち
子
）
▽
く

ち
ば
し
（
ビ
ア
ン
キ
）
▽
ア
ン

パ
ン
マ
ン
の
な
ぞ
な
ぞ
の
く
に

１
〜
４
（
Ｋ
＆
Ｂ
）
▽
ハ
コ
の

牧
場
（
北
村
恵
理
）
―
―
ほ
か

●
一
般
書

１
９
６
８
　
前
・
後
編
（
Ｍ
・

カ
ラ
ン
ス
キ
ー
）
▽
保
健
室
も

の
が
た
り
（
こ
ん
の
ひ
と
み
）

▽
脳
内
復
活
（
Ｇ
・
Ｄ
・
ジ
ェ

イ
コ
ブ
ス
）
▽
つ
く
る
ひ
と
―

そ
の
く
ら
し
（
赤
沢
か
お
り
）

▽
宮
部
み
ゆ
き
の
江
戸
レ
シ
ピ

（
福
田
浩
）
▽
豆
腐
バ
カ
世
界

に
挑
む
（
雲
田
康
夫
）
▽
葉
っ

ぱ
絵
入
門
（
赤
崎
一
雄
）
▽
が

ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
佐
賀
か
ら
広

島
へ
（
島
田
洋
七
）
▽
メ
リ

ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
・
ワ
ル
ツ
（
赤

川
次
郎
）
▽
町
長
選
挙
（
奥
田

英
朗
）
▽
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
！

（
秦
建
日
子
）
▽
パ
ズ
ル
・
パ

レ
ス
　
上
・
下
（
Ｄ
・
ブ
ラ
ウ

ン
）
―
―
ほ
か

※
事
故
防
止
の
た
め
、
西
側
駐

車
場
で
の
縦
列
駐
車
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

月
に
高
校
を
卒
業
し
、
就
職
し

て
い
な
い
人

定
　
員
●
20
人
（
先
着
順
）

体
験
期
間
●
１
カ
月
以
内

そ
の
他
●
就
業
体
験
者
に
は
１

日
３
９
３
０
円
を
支
給
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
●
若
年
者
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
（
1
０
９
５
２
・

27
・
１
８
７
０
）

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
、
す

て
き
な
成
人
式
を
つ
く
り
あ
げ

ま
せ
ん
か
。

教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
の

成
人
式
を
企
画
・
運
営
す
る
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
●
昭
和
61
年
４
月
２

日
か
ら
同
62
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
で
、
７
月
か
ら
行
わ
れ

る
月
１
回
の
実
行
委
員
会
に
参

加
で
き
る
人

定
　
員
●
16
人
（
市
内
各
中
学

校
校
区
か
ら
４
人
ず
つ
）

内
　
容
●
平
成
19
年
成
人
式
の

企
画
・
運
営

申
し
込
み
●
同
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
1
85
・
３
６
９
４
）
へ

火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、
新

築
・
増
改
築
住
宅
は
本
年
６
月

１
日
か
ら
、
既
存
の
住
宅
は
平

成
23
年
６
月
１
日
か
ら
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
所
は
、
寝
室
、
階
段
。
な
お
、

警
報
器
の
設
置
義
務
化
を
契
機

に
悪
質
業
者
が
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
相
談
室
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０
・
５
６
５
・
９
１

１
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休

み
）
へ
。

■初心者水泳教室
対象は泳ぎが苦手な小学生。
６月下旬から８月下旬までの
土・日曜日（約16日間）、鳥
栖北小学校プール（予定）。会
費5,000円（保険料含む）。申
し込みは、はがきに住所、氏
名、生年月日、保護者名、電
話番号を記入して、６月３日
（土）までに市水泳連盟事務
局・阿世賀正義（〒841-0032
鳥栖市大正町741-11090-1080-

8860）へ。昨年からの参加者
は申し込み不要です。

■陶芸教室
佐賀新聞鳥栖支社では陶芸
教室を開きます。第１・３土
曜日、午前10時～正午、同支
社。授業料は３カ月分前払い
で7,560円（１カ月2,520円）。
別途土代157円／kg（湯呑４
～５個分）と、焼代（湯呑な
ら200円程度）が必要です。
講師は松尾伊知郎さん（魚蓮
坊窯）。詳しくは同支社・田中
（183-2621）へ。

■歌謡クラブBIGの会
発表会
６月４日（日）午前10時開
場、同11時開演、市民文化会
館。会員の歌の発表、有馬竜
二劇団の人情喜劇、創作ダン
ス、舞踊劇を公演。詳しくは
歌謡クラブBIGの会・楢原
（184-2779）へ。

■職業訓練講座
職業訓練法人久留米コンピ
ュータ・カレッジでは、「ワー
ドスキルアップ講座」の受講
生を募集しています。また、
６月10日（土）に体験入学を
行います。詳しくは同カレッ
ジ（10120-336-770）へ。

■職業訓練受講生を募集
①ワード入門②エクセル入
門③ワード３級対策の受講生
を募集します。いずれも会場
は久留米地域職業訓練センタ
ー。詳しくは同センター
（144-5201）へ。

 

 
 

  

 

 

 

 

■
６
月
の
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
第
１
木
曜
日

（
１
日
）

■
開
館
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
火

曜
日
の
み
午
後
７
時
ま
で
開

館
）

■
貸
し
出
し

１
人
10
点
ま
で
、
期
間
は
14

日
間
。
貸
出
券
が
必
要
で
す

■
お
話
し
会
（
毎
週
水
曜

日
）

幼
児
向
け
＝
午
前
11
時
〜

児
童
向
け
＝
午
後
４
時
〜

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す



現
状

増やす

目
標

目
標

増やす

現
状

 84.0%

現
状

現
状

知っとこ
！

平
成
17
年
度
に
新
た
に
左
図

の
と
お
り
山
浦
町
や
村
田
町
、

平
田
町
、
田
代
昌
町
な
ど
で
下

水
道
の
供
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
今
年
３
月
末
現
在
、
１
５

５
５
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域

で
下
水
道
が
利
用
で
き
ま
す
。

多
く
の
経
費
を
投
じ
て
整
備

さ
れ
た
下
水
道
の
効
果
を
発
揮

す
る
た
め
、
速
や
か
に
水
洗
化

工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

下
水
道
工
事
な
ど
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。詳

し
く
は
、
下
水
道
課
（
1

85
・
３
５
４
２
）
へ
。


